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イメージング質量分析法(IMS)の中で、マトリックス支援レーザー脱離イオン化(MALDI)を用いたIMSは、低分子代謝物の可

視化に最も用いられています。しかし、従来のマトリックスを塗布するのみでは、微量な植物ホルモンの一種であるアブシジ

ン酸(ABA)および12-オキソ-フィトジエン酸(OPDA)の可視化は困難でした。そこで本研究では、ABAおよびOPDAの検出感度

を向上させるため、ジラール試薬T(GirT)を用いた誘導体化を試みました。その結果、GirT誘導体化後のMALDI-IMSによっ

て、インゲンマメ未熟種子中のABAおよびOPDAを可視化することが出来ました。

なお、本研究は、私立大学戦略的研究基盤形成事業(S131052A01)の支援を受けて行われました。
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